
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

数学Ⅰ

数学Ⅰの出題範囲（数と式，集合と命題，2次関数，図形と計量，
データ分析）の中から特定の分野に偏ることなくバランスよく出
題し、
 以下のような項目について評価できるような問題を出題した。
・基本的な事柄・公式が理解できているか。
・基本的な計算力が身についているか。
・数学的・論理的な思考ができるか。
・問題文を読んで、それを定式化・図式化し、適切な公式を選
定・組み合わせて解答を導出することができるか。

①大学（薬･香薬以外）

Ⅲ期
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理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

数学Ⅰ	 Ⅲ期

Ⅰ

1　 1

2 3 5

2 3 5

2 3 5 2 3 5

2 3 5

4 2 3 2 5 2 3 3 15 2 5 15 5

2 3 5

2 4 3

2 3 5 2 4 3

2 4 3 2 4 3

4 8 3 2 3 12 2 5 4 15

4 48

8 6 3 2 5

+ +
= + -

+ +( ) + -( )
= + -

+ - + + - + + -

= + -
+

= + -( ) -( )
+( ) -( )

= - + - - +
-

= - - - ++
-

= + + -4 15

44

4 3 3 5 2 15

22

2　3x + 6 > 6x - 9 ,   15 > 3x,   5 > x

4x + 3≧ x - 6 ,   3x≧ -9 ,   x≧ - 3

∴ -3≦ x < 5

3　正弦定理
BC
sin A

R= 2 より

2
2 3

3

2

4R
A

= = =BC
sin

∴ R = 2

4　黒のボールペンを x本，赤のボールペンを (30 - x )本
とすると，

300x + 250(30 - x)≦ 8000

300x + 7500 - 250x≦ 8000

50x≦ 500

∴ x≦ 10

答　黒10本，赤 20本

Ⅱ

1　 tan .α = =20

30
0 6666

正接の値が 0.6666… に最も近いtan .α = =20

30
0 6666を三角比の表から求

めると
tan .α = =20

30
0 6666≒34°

2　 cos .
34

8 1∞ =
AB

三角比の表から

cos34°= 0.8290

AB = =8 1

0 8290
9 7708 9 8

.
.

. . m

3　三角比の表から

tan42°= 0.9004

階段の高さは 0.2 * 27 = 5.4m

最高到達点の高さは 5.4 + 0.9 = 6.3m

最高到達点の真下の位置と点 Aまでの距離を lメートル
とすると，

右側の式 4x≦ 12 から，

x≦ 3

したがって，
1

2
3£ £x

4　製品 Aと製品 Bの生産数をそれぞれ a ,   bとすると，

a + b = 100

500a + 700b≦ 55,000

となる。この式を解くと，a≧ 75 が得られる。
また a≧ 10,   b≧ 10 より

10≦ a≦ 90

答えは，製品 Aを 75個以上 90個以下，である。

Ⅲ
1　ˇABCは辺の長さが AB 2 + BC 2 = CA 2の関係なので，ピ
タゴラスの定理より∠Bが直角の直角三角形である。
よってˇABCの面積 Sは

S = ◊ = ¥ ¥ =1

2

1

2
50 120 3000AB BC

2　Dから辺 BCに垂線の足をおろし Eとする。
∠B =∠DEC = 90°であって∠Cが共通なので，
ˇABC∽ˇDEC（相似）である。
これらの三角形の辺の長さの比は
AC : DC = BC : EC = 2 : 1 となるので，BE = EC となる。
よって ˇDBE≡ˇDCE（合同）となるので DB = DC が
成り立つ。
以上からˇDBCは二等辺三角形になるので

cos cos– = =DBC C
12

13

3　ˇABDにおいて正弦定理より
DB
A

AB
ADBsin sin–

=
–

これに sin– =A = 120

130

12

13
と DB= DC = 130

2
65= を代入

して整理すれば

sin sin sin– = ◊ – = ◊ –

= ◊ =

ADB AB A
DB

AB A
DC

50

65

12

13

120

169

A

D

CB

130

120

50

A

D

E CB

130

120

50
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理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

世界史探究 	 Ⅰ期Ａ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

tan . .
42 0 9004

6 3∞ = =

= 6 3

0 9004

.
.

点 Oからの距離は 8 1
6 3

0 9004
1 1031 1. .

.
.- = m であり，

上から 4段目

4　ボールの軌跡を 2次関数にすると，y = a ( x - p )2 + q で
表される。
頂点 (1 ,  6.3)より，

y = a(x - 1)2 + 6.3

点 B (0 ,  5.4)より，

5.4 = a(0 - 1)2 + 6.3

a = -0.9

よって y = -0.9(x - 1)2 + 6.3

上から 9段目における点 Oからの水平距離 xは

2.4 < x≦ 2.7

x = 2.4 のとき，y = -0.9(2.4 - 1)2 + 6.3

= 4.536≒4.5m

x = 2.7 のとき，y = -0.9(2.7 - 1)2 + 6.3

= 3.699≒3.7m

ボールの高さ yの範囲は

3.7≦ y < 4.5

Ⅲ
1　小さい順に並べると 106,  116,  130,  140なので中央値は

116と 130の平均より 123

平均値は (106 + 116 + 130 + 140)/4 = 123
分散 = {(106 - 123)2 +(116 - 123)2 +(130 - 123)2

+(140 - 123)2}/4

= (289 + 49 + 49 + 289 )/4
= 169

標準偏差 = 169 = 13

答　中央値 123cm，平均値 123cm，分散169，
　　標準偏差 13cm

2　答　⑷

3　靴のサイズが 25.5cmが人数の最大なので
最頻値は 25.5cm

人数は 1 + 2 + 10 + 20 + 15 + 4 + 1 = 53 なので
中央値は 27番目なので 25.5，これが第 2四分位数
第 1四分位数は 13番目と 14番目の平均なので

25 0 25 5

2
25 25

. . .+ =

第 3四分位数は 40番目と 41番目がともに 26.0なので

26.0

答　最頻値 25.5cm，第 1四分位数 25.25cm，
　　第 2四分位数 25.5cm，第 3四分位数 26.0cm

4　(体重の平均値)=(体重の合計)/(人数)より，
(体重の合計)=(体重の平均値)* (人数) = 130 * 6 = 780

答　780kg

1 ペトログラード 2 ニコライ2世

3 ソヴィエト 4 レーニン 5 トロツキー

6 「平和に関する布告」

7 ブレスト＝リトフスク

8 モスクワ 9 対ソ干渉戦争 10 赤軍

11 共産党 12 戦時共産主義 13 新経済政策

14 ソヴィエト社会主義共和国連邦 15 スターリン

16 第一次五カ年計画 17 コルホーズ

18 ソフホーズ 19 世界恐慌 20 スターリン憲法

1 フン人 2 西ゴート人 3 レオン 3世

4 聖像禁止令 5 カール大帝 6 オットー 1世

7 神聖ローマ帝国 8 グレゴリウス 7世

9 ハインリヒ 4世 10 カノッサ 11 ローマ帝国

12 ラヴェンナ 13 カロリング朝 14 聖職叙任権

15 Ｂ 16 ＡとＢのあいだ 17 Ｄ

18 Ａ 19 Ｃ 20 Ｂ

1

［例］コンスタンティノープルを首都とするビザンツ
帝国（東ローマ帝国）の皇帝である。6世紀に活躍
した。ローマ帝国の後継者として，北アフリカのヴァ
ンダル王国，イタリアの東ゴート王国を滅ぼして地
中海の支配を一時的に復活させた。ただし，西方の
ササン朝に対しては劣勢のなか和議を結んでいる。
国内的には、『ローマ法大全』を編纂させ，ハギア＝
ソフィア聖堂を建立するなど，文化事業にも力を注
いだ。中国から養蚕技術を取り入れ，絹織物産業発
展の基礎を築いた。

2

［例］明の皇帝である。在位したのは15世紀初めであ
る。当初は北平（北京）を本拠とする燕王であった。
南京で即位し明の初代皇帝となった洪武帝（朱元璋）
の死後，帝位を継いだ建文帝が諸王の勢力削減をは
かるのに対抗し，挙兵する（靖難の役）。南京を占領
して永楽帝となった。彼は，北京に遷都し，みずから
軍を率いて元の帝室が逃げたモンゴル高原に遠征し
た。ムスリムの宦官鄭和に命じ，インド洋からアフ
リカ沿岸までの大艦隊での遠征を数回おこなわせた。
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